
○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

札
幌
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

ア
ー
ト
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

札
幌
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

帯
広
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
食
」
を
中
心
と
し
た
地
場
産
業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
促
進
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

帯
広
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
見
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

北
見
市
工
学
的
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

北
見
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

根
室
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
担
い
手
育
成
に
よ
る
雇
用
創
造
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

根
室
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

滝
川
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

難
病
児
自
然
体
験
施
設
を
中
核
と
す
る
「
み
ん
な
に
優
し
い
ま
ち
滝
川
」
再
生
計
画

〜
病
気

と
た
た
か
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
の
キ
ャ
ン
プ
を
〜

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

滝
川
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
常
呂
郡
佐
呂
間
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

サ
ロ
マ
湖
水
産
加
工
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
構
想

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

北
海
道
常
呂
郡
佐
呂
間
町
の
区
域
の
一
部
（
幌
岩
地
区
）
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る
。
）

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

補
助
対
象
財
産
の
転
用
手
続
の
一
元
化
・
迅
速
化
（
三
の
三
③
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
紋
別
郡
西
興
部
村

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

西
興
部
村
「
エ
ゾ
シ
カ
と
共
に
生
き
る
村
づ
く
り
」

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

北
海
道
紋
別
郡
西
興
部
村
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
虻
田
郡
洞
爺
湖
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

洞
爺
湖
三
味
一
体
雇
用
の
み
ち
づ
く
り
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

北
海
道
虻
田
郡
洞
爺
湖
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
標
津
郡
標
津
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
交
流･
健
康･

保
養
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
域
の
資
源
と
魅
力
を
最
大
限
活
用
し
た
「
標
津

新
ふ
る
さ
と
再
生
計
画
」

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

北
海
道
標
津
郡
標
津
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

青
森
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

『
遊
休
農
地
等
を
活
用
し
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

青
森
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

五
所
川
原
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

立
佞
武
多
を
核
と
し
た
観
光
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
雇
用
創
出
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

五
所
川
原
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

岩
手
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
場
産
業
技
術
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
地
域
内
循
環
利
用
の
推
進
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

岩
手
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
方
大
学
等
の
知
的
・
人
的
資
源
活
用
に
よ
る
農
林
水
産
研
究
の
実
用
化
促
進
（
三
の
四
②
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

大
崎
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
を
利
用
し
た
環
境
と
暮
ら
し
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

大
崎
市
の
区
域
の
一
部
（
旧
田
尻
町
）
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

）
五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

秋
田
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
秋
田
酒
こ
ま
ち
」
に
よ
る
美
酒
王
国
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

秋
田
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
方
大
学
等
の
知
的
・
人
的
資
源
活
用
に
よ
る
農
林
水
産
研
究
の
実
用
化
促
進
（
三
の
四
②
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

横
手
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

Ｉ
Ｔ
・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
・
も
の
づ
く
り
支
援
に
よ
る
雇
用
創
出
プ
ラ
ン

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

横
手
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

鹿
角
市
及
び
秋
田
県
鹿
角
郡
小
坂
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
ふ
れ
あ
い
」
「
あ
じ
わ
い
」
に
よ
る
観
光
産
業
進
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

鹿
角
市
及
び
秋
田
県
鹿
角
郡
小
坂
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

由
利
本
荘
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

高
度
情
報
化
に
よ
る
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

由
利
本
荘
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

補
助
対
象
財
産
の
転
用
手
続
の
一
元
化
・
迅
速
化
（
三
の
三
③
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

秋
田
県
山
本
郡
藤
里
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

緑
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
・
ふ
じ
さ
と
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

秋
田
県
山
本
郡
藤
里
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

山
形
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
食
農
も
が
み
」

食
と
農
ブ
ラ
ン
ド
形
成
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

新
庄
市
並
び
に
山
形
県
最
上
郡
金
山
町
、
最
上
町
、
舟
形
町
、
真
室
川
町
、
大
蔵
村
、

鮭
川
村
及
び
戸
沢
村
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
二
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

遊
佐
町
の
資
源
を
活
か
し
た
参
加
・
協
働
・
共
生
の
力
地
域
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

福
島
県
耶
麻
郡
西
会
津
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

西
会
津
町
「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
健
康
の
ま
ち
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

福
島
県
耶
麻
郡
西
会
津
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

「
高
齢
者
活
力
創
造
」
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
（
三
の
四
②
ホ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

埼
玉
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
山
に
緑
と
活
力
を
！
住
ま
い
に
埼
玉
の
木
を
！
」

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

埼
玉
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

神
奈
川
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

か
な
が
わ
知
的
財
産
活
用
促
進
モ
デ
ル
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

神
奈
川
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
方
大
学
等
の
知
的
・
人
的
資
源
活
用
に
よ
る
農
林
水
産
研
究
の
実
用
化
促
進
（
三
の
四
②
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

川
崎
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
川
崎
も
の
づ
く
り
産
業
の
高
度
人
材
育
成
」
推
進
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

川
崎
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

神
奈
川
県
津
久
井
郡
藤
野
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

清
流
と
ユ
ズ
の
香
か
お
る
さ
わ
ぞ
の
の
郷
地
域
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

神
奈
川
県
津
久
井
郡
藤
野
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

補
助
対
象
財
産
の
転
用
手
続
の
一
元
化
・
迅
速
化
（
三
の
三
③
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

妙
高
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

妙
高
ブ
ラ
ン
ド
交
流
促
進
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

妙
高
市
の
区
域
の
一
部
（
斑
尾
地
域
）
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

）
五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

補
助
対
象
財
産
の
転
用
手
続
の
一
元
化
・
迅
速
化
（
三
の
三
③
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

魚
沼
市
及
び
南
魚
沼
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
う
お
ぬ
ま
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
雪
の
く
に
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

魚
沼
市
及
び
南
魚
沼
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

富
山
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
元
気
と
や
ま
」
も
の
づ
く
り
産
業
活
性
化
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

富
山
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発
事
業
（
三
の
四
②
チ
）
、
地
域
新
規
産
業
創
造
技
術
開
発
費
補
助
事

業
（
三
の
四
②
リ
）
及
び
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
低
利
融
資
等
（
三
の
四
③
ト
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

七
尾
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

人
材
と
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
七
尾
か
ら
始
ま
る
元
気
物
語

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

七
尾
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
三
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

福
井
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

ふ
く
い
産
力
強
化
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

福
井
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発
事
業
（
三
の
四
②
チ
）
、
地
域
新
規
産
業
創
造
技
術
開
発
費
補
助
事

業
（
三
の
四
②
リ
）
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
低
利
融
資
等
（
三
の
四
③
ト
）
及
び
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
新
創
業
融
資



制
度
」
の
要
件
緩
和
（
三
の
四
③
チ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

福
井
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

ふ
く
い
原
子
力
・
地
域
産
業
共
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

福
井
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
優
れ
た
実
用
化
技
術
開
発
へ
の
助
成
（
三
の
四
②
ト
）
、
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
研
究
開
発
事
業
（
三
の
四
②
チ
）
、
地
域
新
規
産
業
創
造
技
術
開
発
費
補
助
事
業
（
三
の
四
②
リ
）
、
日
本
政
策
投



資
銀
行
の
低
利
融
資
等
（
三
の
四
③
ト
）
及
び
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
新
創
業
融
資
制
度
」
の
要
件
緩
和
（
三
の
四
③
チ

）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

越
前
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

越
前
「
産
業
の
森
づ
く
り
」
プ
ラ
ン

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

越
前
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
低
利
融
資
等
（
三
の
四
③
ト
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

山
梨
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

山
梨
県
ワ
イ
ン
人
材
活
性
化
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

甲
府
市
、
山
梨
市
及
び
甲
州
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

飯
山
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
資
源
（
森
林
・
温
泉
・
食
農
）
を
活
か
し
た
健
康
増
進
型
の
観
光
に
よ
る
地
域
再
生

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

飯
山
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

山
ノ
内
町
「
自
然
の
恵
み
と
生
き
る
元
気
創
造
の
ま
ち
」
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
の
区
域
の
一
部
（
南
部
地
区
・
須
賀
川
地
区
）
（
詳
細
は

内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。
）

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
の
た
め
の
交
付
金
の
活
用
（
三
の
三
②
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

岐
阜
県
及
び
大
垣
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

金
型
関
連
産
業
の
人
材
力
強
化
に
よ
る
地
域
も
の
づ
く
り
基
盤
再
生
構
想

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

大
垣
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

静
岡
県
及
び
浜
松
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

知
の
拠
点
活
用
に
よ
る
浜
松
も
の
づ
く
り
産
業
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

浜
松
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）
、
地
域
新
生

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発
事
業
（
三
の
四
②
チ
）
及
び
地
域
新
規
産
業
創
造
技
術
開
発
費
補
助
事
業
（
三
の
四
②
リ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

豊
橋
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

東
三
河
の
顔
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

豊
橋
市
の
区
域
の
一
部
（
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
区
域
）
（
詳
細
は
内
閣
府
に

お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。
）

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
低
利
融
資
等
（
三
の
四
③
ト
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

犬
山
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

犬
山
か
ら
く
り
文
化
交
流
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

犬
山
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
四
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

滋
賀
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
資
源
を
活
か
し
た
都
市
と
農
山
村
の
交
流
〜
湖
北
の
懐
か
し
い
未
来
を
つ
く
る
〜

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

長
浜
市
及
び
米
原
市
並
び
に
滋
賀
県
東
浅
井
郡
虎
姫
町
及
び
湖
北
町
並
び
に
伊
香
郡
高

月
町
、
木
之
本
町
、
余
呉
町
及
び
西
浅
井
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

滋
賀
県
及
び
滋
賀
県
伊
香
郡
西
浅
井
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

み
な
と
で
つ
な
ぐ
淡
海
の
安
心

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

大
津
市
及
び
彦
根
市
並
び
に
滋
賀
県
伊
香
郡
西
浅
井
町
の
区
域
の
一
部
（
大
津
港
、
彦

根
港
及
び
大
浦
漁
港
）
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。
）

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
の
た
め
の
交
付
金
の
活
用
（
三
の
三
②
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

滋
賀
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

自
然
と
人
間
が
と
も
に
輝
く
滋
賀
〜
大
学
と
連
携
し
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
計
画
〜

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

滋
賀
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

京
都
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

伝
統
技
能
と
科
学
技
術
の
融
合
に
よ
る
先
進
的
も
の
づ
く
り
の
た
め
の
人
材
育
成
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

京
都
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

豊
中
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

大
阪
国
際
空
港
周
辺
地
域
に
お
け
る
移
転
跡
地
の
有
効
活
用
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
産

業
再
生
」
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

豊
中
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
支
援
の
た
め
の
「
特
定
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
編
成
（
三
の
四
③
ル
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

大
東
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

大
東
市
地
域
ぐ
る
み
の
産
業
づ
く
り
に
よ
る
雇
用
拡
大
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

大
東
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
・
の
せ
浄
瑠
璃
の
里
」
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
支
援
事
業
の
活
用
（
三
の
四
③
ホ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

神
戸
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

こ
う
べ
「
健
康
を
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り
」
構
想
〜
安
心
で
健
や
か
な
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

神
戸
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

「
高
齢
者
活
力
創
造
」
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
（
三
の
四
②
ホ
）
及
び
地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

篠
山
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

官
学
連
携
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

篠
山
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
方
大
学
等
の
知
的
・
人
的
資
源
活
用
に
よ
る
農
林
水
産
研
究
の
実
用
化
促
進
（
三
の
四
②
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

た
つ
の
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

活
力
あ
ふ
れ
る
通
貨
交
流
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

た
つ
の
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
（
三
の
四
③
ヌ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
五
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

和
歌
山
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
住
み
た
い
、
住
ま
せ
た
い
ま
ち
」
わ
か
や
ま
市

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

和
歌
山
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
の
た
め
の
交
付
金
の
活
用
（
三
の
三
②
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

橋
本
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

竹
織
の
ま
ち
橋
本
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

橋
本
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

田
辺
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

世
界
遺
産
・
熊
野
に
お
け
る
“
癒
し
・
健
康
を
核
と
し
た
蘇
り
の
地
域
づ
く
り
”

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

田
辺
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

浜
田
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

浜
田
再
生
を
担
う
ひ
と
創
り
プ
ラ
ン
〜
水
産
業
・
地
元
食
・
矯
正
施
設
を
柱
と
し
て
〜

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

浜
田
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

岡
山
県
及
び
瀬
戸
内
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
活
か
し
た
交
流
と
創
造
の
都
市
「
つ
な
ぐ
・
い
か
す
・
つ
く
る
」
の
ま

ち
づ
く
り
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

瀬
戸
内
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
の
た
め
の
交
付
金
の
活
用
（
三
の
三
②
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

新
見
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

〜
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
で
産
業
創
造
を
〜

《
か
の
さ
と
『
に
い
み
』
地
域
ブ
ラ
ン
ド
育
成
・

雇
用
促
進
計
画
》

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

新
見
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

広
島
県
及
び
竹
原
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

安
全
・
安
心
で
賑
わ
い
の
あ
る
み
な
と
創
出
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

竹
原
市
の
区
域
の
一
部
（
竹
原
港
、
忠
海
港
及
び
長
浜
漁
港
）
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お

い
て
閲
覧
に
供
す
る
。
）

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
の
た
め
の
交
付
金
の
活
用
（
三
の
三
②
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

三
次
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

出
雲
街
道
の
再
生
へ

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

三
次
市
の
区
域
の
一
部
（
布
野
地
区
）
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

）
五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

補
助
対
象
財
産
の
転
用
手
続
の
一
元
化
・
迅
速
化
（
三
の
三
③
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

熊
野
筆
産
業
振
興
及
び
雇
用
促
進
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

松
山
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

健
康
志
向
高
品
質
か
ん
き
つ
産
地
形
成
に
よ
る
地
域
再
生

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

松
山
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
方
大
学
等
の
知
的
・
人
的
資
源
活
用
に
よ
る
農
林
水
産
研
究
の
実
用
化
促
進
（
三
の
四
②
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
六
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

宇
和
島
市
並
び
に
愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼
北
町
及
び
松
野
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

“
牛
鬼
の
里
”
海
と
山
の
資
源
を
活
か
し
た
食
産
維
新
に
よ
る
地
域
づ
く
り
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

宇
和
島
市
並
び
に
愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼
北
町
及
び
松
野
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）
及
び
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
低

利
融
資
等
（
三
の
四
③
ト
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

西
条
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
西
条
市
食
品
加
工
流
通
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
」
推
進
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

西
条
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

補
助
対
象
財
産
の
転
用
手
続
の
一
元
化
・
迅
速
化
（
三
の
三
③
）
及
び
公
共
施
設
の
転
用
に
伴
う
地
方
債
繰

上
償
還
免
除
（
三
の
四
③
ロ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

四
万
十
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
四
万
十
川
の
水
面
に
輝
く
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
計
画

み

な

も

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

四
万
十
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

福
岡
県
、
八
女
市
及
び
福
岡
県
八
女
郡
上
陽
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
産
地
消
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
ま
ち
づ
く
り

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

八
女
市
及
び
福
岡
県
八
女
郡
上
陽
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

福
岡
県
及
び
福
岡
県
八
女
郡
矢
部
村

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

杣
の
里
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

福
岡
県
八
女
郡
矢
部
村
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

長
崎
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
も
の
づ
く
り
」
と
「
観
光
」
の
ま
ち
長
崎
の
再
生
を
核
と
し
た
雇
用
創
出
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

長
崎
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）
及
び
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「

新
創
業
融
資
制
度
」
の
要
件
緩
和
（
三
の
四
③
チ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

平
戸
市
及
び
松
浦
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
観
光
を
核
と
し
た
地
場
産
業
再
生
・
雇
用
創
造
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

平
戸
市
及
び
松
浦
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
福
祉
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

大
分
県
速
見
郡
日
出
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

日
出
町
次
世
代
育
成
の
ま
ち
づ
く
り

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

大
分
県
速
見
郡
日
出
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
通
貨
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
（
三
の
四
③
ヌ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

鹿
児
島
県

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

か
ご
し
ま
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
（
醸
造
産
業
人
材
育
成
）
地
域
活
性
化
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

鹿
児
島
県
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
七
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

阿
久
根
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

『
ア
ク
ネ
う
ま
い
ネ
自
然
だ
ネ
』
雇
用
創
出
プ
ラ
ン
〜
地
域
資
源
を
活
用
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ

ー
ド
産
業
の
育
成
に
よ
る
雇
用
の
創
出
〜

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

阿
久
根
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
八
十
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

奄
美
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

“
海
に
学
び
、
海
を
活
か
す
”
海
の
駅
づ
く
り
に
よ
る
中
核
海
洋
都
市
の
再
生
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

奄
美
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
再
生
に
資
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
支
援
（
三
の
四
③
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
八
十
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
、
特
産
品
開
発
等
の
振
興
に
よ
る
雇
用
機
会
の
創
出
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
八
十
二
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

沖
縄
県
及
び
石
垣
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
・
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
活
性
化
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

石
垣
市
の
区
域
の
一
部
（
石
垣
島
）
（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。
）

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

補
助
対
象
財
産
の
転
用
手
続
の
一
元
化
・
迅
速
化
（
三
の
三
③
）
及
び
地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（

パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
八
十
三
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

那
覇
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

な
は
情
報
通
信
産
業
の
集
積
・
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

那
覇
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
三
の
四
②
イ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
八
十
四
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

浦
添
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
て
だ
こ
の
都
市
（
ま
ち
）
」
も
の
づ
く
り
タ
ウ
ン
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

浦
添
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
八
十
五
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

名
護
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

名
護
市
雇
用
創
出
計
画

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

名
護
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）



○
内
閣
府
告
示
第
七
百
八
十
六
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、

同
法
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

一

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
日

平
成
十
八
年
七
月
三
日

二

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

う
る
ま
市

三

地
域
再
生
計
画
の
名
称

う
る
ま
市
振
興
Ｑ
Ｏ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

う
る
ま
市
の
全
域

五

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
定
め
る
支
援
措

置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。
）

地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）
（
三
の
四
③
ヘ
）


